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事 業 名 

 

 

聴覚障害者の文字情報保障としての 

電子ペンを活用した連携入力システムの開発 

 

 

事 業 目 的 

 

 

現在約 9500 人と言われる要約筆記奉仕員の大半は手書きで入力して

いるが、話された言葉の１／５しか書けないという制約を抱えている。

電子ペンを活用して、複数人による連携入力が可能なシステムを開発

する。これにより入力文字数が大幅に増え、手書き要約筆記奉仕員が

より有効な情報保障を行うことができるようになる。 

 

事 業 概 要 

今回は、当初の目的を達することができなかった。 

今回の事業で行ったのは、１）このシステムを実現するために

利用できる機器とソフトウェアの調査・検討と、どのようにすれ

ばシステムを構築できるかの設計、２）多人数で入力するため、

入力者が自分の入力する順番と、入力する範囲を明確に知ること

ができるために、どのような仕組みを設ければよいかを確認する

ためのシミュレーション・プログラムの作成である。 

 

事業実施結果 

及び効果 

本システムでは、入力者が多人数（例えば４人）になるので、

連携がスムーズにできるための仕組みが必要となる。そうした仕

組みを考案すると共に、その有効性を見るため、シミュレーショ

ン・プログラムを作成した。 

その結果、通常の体制である４人の筆記者で行った場合、平均

筆記速度を60字/分であるとすれば、発話速度が200字/分の場合、

安定した連携入力が可能であることが分かった。 

入力手書き文字を短冊状の画像情報として処理する手法も明ら

かになり、多人数で連携入力を行う仕組みもできたので、今後実

際に使えるシステムを構築する土台はできあがった。 
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